
日本の住宅生産をめぐる動き



戦後の住宅生産をめぐる主な動き

1960年代　　大都市への人口集中により住宅の大量供給。
　　　　　　　　　住宅公団等による中層住宅の工業化推進。
1970年代　　戸建て住宅についても生産システム合理化、高度
　　　　　　　　　化に向けた技術開発を官民共同で推進
　　　　　　　　　優良住宅部品認定制度創設（BL部品）
1980年代　　住宅の工業化が進展。
　　　　　　　　　住宅性能保証、省エネルギー化など推進　
1990年代～ 欠陥住宅社会問題化。
　　　　　　　　　住宅の品質確保の促進等に関する法律制定。　　　　　



住宅生産をめぐる最近の課題と対応-1

○住宅の品質確保
　消費者が良質な住宅を安心して取得できる市場の条件整備が課題
　・住宅の品質確保の促進等に関する法律（1999年）
　　住宅の性能表示制度／住宅に係る紛争処理体制／瑕疵担保責任
　
○住宅リフォームの推進
　住宅ストックの適切な維持管理とリフォームの推進が課題であり、公的支援制度、
住宅リフォームに関する情報提供などを実施



住宅生産をめぐる最近の課題と対応-2

○マンション対策
　維持管理上の課題、老朽化マンションの更新
　・マンション管理の適正化の推進に関する法律（2000年）
　・マンションの建替えの円滑化等に関する法律（2002年）

○住宅分野における地球環境対策
　民生分野のエネルギー消費が日本のエネルギー消費総量の1/4
　・エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）に基づく
　　「建築主の判断の基準」「設計・施工の指針」設定
　・省エネルギーに関する住宅性能表示
　・モデル性の高い住宅、住宅市街地整備への助成・誘導



住宅生産をめぐる最近の課題と対応-3

○建設廃棄物対策
　建設廃棄物が全産業廃棄物の排出量の約２割、最終処分量の約３割
　不法投棄も後を絶たない状況
　・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）
　　により一定規模以上の建設工事に対する特定の建設資材の分別解体、
　　再資源化を義務付け
　・住宅建設における適正な解体処理、リサイクル資材の活用を助成・誘
　　導
○室内環境問題
　住宅に使用される建材から発散するホルムアルデヒドなどの化学物質による健
康への影響（シックハウス問題）
　・内装材等に関する基準見直し
　・室内の空気環境に関連する住宅性能表示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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